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1 

 

 

項  目 内                容 

 

第１章 総 則 

（適用範囲） 

第1-1条 

 

（目  的） 

第1-2条 

 

（一般事項） 

第1-3条 

 

(管理技術者) 

第1-4条 

 

（照査技術者） 

第1-5条 

 

（担当技術者） 

第1-6条 

 

(配置技術者の確認） 

第1-7条 

 

（情報共有システム

の業務について） 

第1-8条 

 

(保険の加入） 

第1-9条 

 

 

第2章 作業条件 

（適用する図書） 

第2-1条 

 

（作業条件） 

第2-2条 

 

（参考図書） 

第2-3条 

 

（貸与資料等） 

第2-4条 

 

(参考図書及び 

貸与資料の取扱い) 

第2-5条  

 

 

 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略。 
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項  目 内                容 

第3章 作業内容 

(作業項目及び数量) 

第3-1条 

 

 

(作業の留意点) 

第3-2条 

 

（技術提案の履行） 

第3-3条 

 

 

第4章 打合せ 

(打合せ) 

第4-1条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 成果物 

(成果物) 

第5-1条 

 

(成果物の提出先) 

第5-2条 

 

 

第6章 契約変更 

(契約変更) 

第6-1条 

 

 

第7章 定めなき事項 

(定めなき事項) 

第7-1条  

 

(再調査) 

第7-2条 

 

 

本業務における作業項目及び数量は、別紙１の設計作業項目内訳表に示すとおり

である。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

 

 

共通仕様書第1-10条による打合せについては、主として次の段階で行うものとす

る。 

また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

初 回 作業着手の段階（業務計画作成時） 

第２回 中間打合せ（性能劣化曲線の検討の完了段階） 

第３回 中間打合せ（新たな性能劣化予測の検討の完了段階） 

第４回 中間打合せ（有識者委員会の資料作成時） 

第５回 中間打合せ（有識者委員会時） 

第６回 中間打合せ（有識者委員会時） 

最終回 報告書原稿作成段階 

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ

記録簿を作成し、上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するも

のとする。 

 

 

 

 変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

 

 



（別紙１） 

農業水利ストック情報分析検証他業務 

作業項目 作業内容 数量 備考 
1. 業務準備 貸与資料の内容把握･整理を行うとともに、業務

に必要な各種資料の収集を行い、業務実施計画を作

成する。 
1式 

 

2. 現地調査（定点調
査）結果の集計 

平成28年度～令和２年度に国営造成水利施設ス
トックマネジメント推進事業等（以下、ストマネ事

業等）により実施した現地調査（定点調査）結果に

ついてデータを整理する。 
また、過年度業務で整理・集計済みの平成19～27
年度分の機能診断調査結果のデータに平成28年度
～令和２年度分の機能診断調査結果のデータを加

えて、工種別、材料別、地域別、供用年数別、健全

度別等の区分で集計分析を行う。 
（定点数：平成28年度～令和2年度8,000点程度） 

1式 

対象：土木施設、パイ

プライン 
※現地調査（定点調

査）結果等集計分析に

必要なデータについ

ては、農業水利ストッ

ク情報データベース

システム及び貸与資

料を参照。 

3. 性能劣化曲線の検
討 

現地調査（定点調査）の集計結果を用いて、工種

別、地域別、劣化要因別等の性能低下の傾向を把握

したうえで、「農業水利施設の機能保全の手引き」

等で示されている性能低下予測手法に準じて、工

種、地域等の条件毎に区分する等の、適切な性能劣

化曲線の検討を行う。 
また、同一施設で複数回行われた機能診断結果デ

ータについて抽出し、性能低下の傾向を分析・検討

する。 

1式 

対象：土木施設 

4. 新たな性能劣化予
測の検討 

 AIによる性能劣化予測の可能性について検討、
従来方法である「3.性能低下曲線の検討」内容との
比較等の考察をし、従来方法とAIとの組み合わせ
なども検討、今後の劣化予測手法を検討する。 

1式 

対象：土木施設 

5. 有識者委員会の設
置・運営 

 以上を踏まえ、有識者による農業水利施設の機能

保全の手引き（総論編）の改正のための委員会を想

定した資料を作成する。 
デジタル技術や農業水利施設のストックマネジ

メントに知見を有する有識者（７名を想定）で構成

される有識者委員会を開催し、意見集約を行う。（設

置、日程調整、資料作成、意見集約、議事録作成等） 
なお、有識者委員会の開催回数は２回を想定と

し、東京都にて開催する。 
【第1回変更】 

1式 

対象：総論編 

6. 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施

し、照査報告書の作成を行う。 1式 
 

7. 点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報
告書の作成を行う。 

1式 
 

 


